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いつもと もしもを、もっとフリーに。

２０２５年４月にグランドオープンした多摩中央公園にて
フェーズフリー認証取得

改修前 改修後

改修基本方針 【継承】【安全・安心】【多様性】

多摩中央公園
【規模】多摩市にある総合公園 面積：112,900㎡
【用地】東京都多摩市落合2-35 昭和62年開園、令和7年4月全面改修工事が完了しグランドオープンした。
【地域課題の解決】多摩センター地区と多摩ニュータウンの中心的な公園として賑わいをもたらすと共に災害
時の広域避難場所となる。



事業計画・実施設計

公園の設計、維持管理や
イベントの運営などのを盛り込んだ計画の書作成

プレイパーク

親子の遊び場特区

旧富澤家

古民家塾＆にわカフェ

大芝生広場

クリエイティブ・

キャンパス企画室

キッズ＆マルシェテラス

大池前テラス

ウェルネス＆ピクニックパーク

シビックプライドテラス

きらめきの広場

花と緑の活動拠点

グリーンライブセンター

Book パーク

図書館周辺

ケヤキハウス

パークセンター

公園を７つのエリアと２施設に
ゾーニングし、各ゾーンの特性を
活かしたコンセプトを計画





大型遊具

園路

フェーズフリーのポイント

噴水

舗装



①大池  調整池、親水性、憩いの場 



②西側道路からの進入性向上 



③平坦な芝生広場 防災広場、イベント広場 



④遊びの基地倉庫 ロープ、スコップ等活用 



⑤サービスヤード 物資搬入拠点 



⑥井水の利用 発電機・手押しポンプ 



⑦テント倉庫  



⑧カフェ 



⑨レストラン 



⑩グリエイティブ・キャンパス企画室 
（熱中症特別警戒アラート発表時にクーリングシェルターとして開放） 



緑陰のある外周園路  



Park-PFI（公募設置管理制度）の活用により設置した施設。

●ケヤキハウス
・カフェレストラン棟
・パークセンター棟

●フラワー＆ベーカリーカフェ
・カフェ棟
・フラワー＆エディブルガーデン

日常時の価値向上 収益施設の整備・運営



■ケヤキハウス
・44APARTMENT

■フラワー＆ベーカリーカフェ
・balder coffee



新春恒例 出初式

多摩市消防団出初式 大池に向かっての一斉放水



【多摩中央公園・多摩センター連携協議会】
多摩中央公園を中心とする多摩センター地区における賑わいと回遊性を促
し、多摩センター地域の活性化に寄与するため、多摩中央公園や公園内施
設、多摩センター地区の活性化に係る施設の管理・運営者や近隣大学等の
施設利用者が相互に連携・調整しながら、事業を実行・調整する組織。

➀連携事業：構成団体が実施するイベント等の同時開催・共催等
 の調整を行いながら、連携を進める

②協働活動：構成団体の相互理解及び連携を深める
③広報活動：連携協議会の活動を周知し活動拡大を図り、多摩センター地
区全体の魅力を発信する

④その他：多摩センター地区の活性化や連携協議会の持続的な
活動に資する事項

連携協議会の運営



構成団体：10団体
・公園及び公園内施設 （5か所）
・大学（2か所）
・パルテノン大通り等、商業施設の協議会
・多摩市所管課



2023.10.読書フェスタ

多摩市立中央図書館の開館（７月１日）を記念し、
イベントを開催。

イベントテーマ：本
・公園内で本のフリーマーケット＆読み聞かせ
・図書館内では「図鑑で植物を学ぶ」工作イベント

→同じ公園内での一体的な運営意識が高まる契機に。
チラシPRでの協力や企画の連携が増加



2024.3.パークライフショー

イベント会社ではなく多摩市で活動する市民が中心
となって実施するイベントを開催。この年は４回目。

イベントテーマ：インクルーシブ
性別、年齢、障がいの有無などすべての壁をなくし
て、来た人みんなが楽しめるイベントを市民のみん
なと作る。

→継続的な公園運営には市民企画の力が不可欠



2024.10.ハロウィンin多摩センター

１年の中で、多摩センターエリアが最もにぎわう日。
駅から続く大通りには、キッチンカーや物販、ス
テージ演出等が並びたくさんの人が集まってくる。

多摩中央公園でも、連携してイベントを実施。
多数のマルシェ出店や、夜のお酒と音楽の場を提供
した。



2025.4.パークライフショー

多摩中央公園のグランドオープンを記念して開催し
たイベント。
２年に及ぶ工事の中で閉鎖されていたエリアが一気
に解放され、公園中で企画出店を行った。

当日は２万４千人の来場者数を超え、
過去と比べて圧倒的な来客数を記録し、
華々しく公園のオープンに成功した。



これまでに様々な大規模災害現場の取材を経験し、現在は国士舘大学名誉教
授として活躍中の山﨑登氏の講演が開催されました。過去の災害の教訓を活か
し、最近注目されているフェーズフリーなど、最近の防災の考え方と実践につい
て学び、来る首都直下型地震に備えます。

令和７年度多摩市市民防災講演会 2025.8.9



ご覧いただきありがとうございました。
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